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－

審判 主審 副審

本丸 拓南
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ (C) 13 3 2 0 1 4 ＊ (C) 4 0 2 0 2

5 ＊ 21 2 7 1 3 5 ＊ 12 2 3 0 5

6 ＊ 28 0 14 0 1 6 ＊ 23 2 8 1 2

7 0 0 0 0 0 7 2 0 1 0 1

8 ＊ 7 1 2 0 3 8 - - - - -

9 0 0 0 0 1 9 - - - - -

10 2 0 1 0 0 10 ＊ 2 0 1 0 1

11 - - - - - 11 ＊ 13 1 5 0 4

12 - - - - - 12 - - - - -

13 0 0 0 0 0 13 - - - - -

14 0 0 0 0 0 14 - - - - -

15 - - - - - 15 - - - - -

16 0 0 0 0 0 16 - - - - -

17 ＊ 2 0 0 2 1 17 - - - - -

18 5 1 0 2 1 18 - - - - -

78 7 26 5 11 56 5 20 1 15

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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 二宮　隆二

56 拓南
(新　潟)

本丸 78
○

２日目 決勝トーナメント１回戦

結
果 (愛　媛)●

2GA1
期 日
試合区分

会 場 広島県立総合体育館

　本丸２－１－２ハーフコートゾーンDefで、拓南はハーフコートマンツーマンDefでスタート。立ち上がり拓南は＃１
１、＃６のシュートでリズムをつかみ、２－９と拓南がリードする。本丸も＃４、＃５の３Pで反撃を仕掛け、残り１分を
切ったところで逆転に成功し、１Qを本丸１８－１５拓南で終了する。２Q、本丸は＃５のドライブイン、＃８の３Pで一気
にリードを８点差まで広げる。拓南も＃６のシュートで応戦するも、本丸はDefを２－２－１オールコートゾーンプレスに
変え、ボールを奪い速攻で得点を重ねていき、１２点差ついたところで拓南はタイムアウトを要求。しかし、Offのリズ
ムをつかんだ本丸はテンポよく得点していき、２Qを１８点のリードで終了。
　３Q、お互いのDefスタイルは変わらず、一進一退の攻防が続き、６分経ったところでも点差は変わらない。ここから
本丸＃５の３Pをきっかけに、＃６のシュートが決まりだし、残り１分のところから７連続得点をあげ、さらにリードを広げ
て終了した。４Q、拓南は本丸のゾーンDefに対して外からのシュートが決まらず、Defを前からプレッシャーをかけて
反撃を試み、速攻から＃１１のシュートなどで得点をしていくが点差は縮められない。本丸は終始落ち着いたゲーム
運びでリードを保ち、本丸７８－５６拓南で決勝トーナメントを勝ち上がった。
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